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JA本渡五和だより

プリエールほんど
信頼と助け合いのJA葬祭 TEL 22-0983

お く や み

知って得する旅行情報
あなたの旅をバックアップ

JA天草旅行センター
TEL(0969)23-2262 FAX23-2263航空券はJA天草旅行センターで

航空券･JR･ホテル･旅館等の手配予約は旅行センターで!
お一人様よりお気軽にご相談ください。

　

梅
の
ほ
こ
ろ
ぶ

季
節
と
な
り
ま
し

た
。
組
合
員
の
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

先
日
、
紙
面
記
事
に
も
あ
り
ま
す

和
牛
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
の
宮
下
さ
ん
は
宮
城
県
か
ら
夕
方

天
草
に
到
着
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
午
後

六
時
か
ら
約
三
時
間
半
、
自
ら
が
生

み
出
し
た
新
し
い
交
配
理
論
に
つ
い

て
熱
弁
を
ふ
る
わ
れ
ま
し
た
。
自
論

の
反
響
効
果
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
畜
産

農
家
の
成
績
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し

い
、
国
内
畜
産
業
の
発
展
に
寄
与
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
ふ
れ
る
講
演

で
し
た
。

　

政
府
は
六
月
を
め
ど
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
へ
の
参
加
の
是
非
を
決
め
る
方

針
を
出
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

反
対
を
引
き
続
き
訴
え
て
い
く
と
共

に
、
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
も
生
き

残
れ
る
戦
略
を
考
え
、
準
備
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

 

（
タ
カ
）

■組合員異動状況

正

准

正
（前期末比）

准
（前期末比）

地　区

項　目

合　

計

五
和
東

五
和
西

本
渡
北

本
渡
南

本
渡
西

本
渡
東

平成23年1月末現在　（単位：人）

平成22年
3月末

平成23年
1月末

796

194

786

－10

198

4

1,201

404

1,187

－14

413

9

373

832

368

－5

827

－5

842

467

836

－6

500

33

734

590

728

－6

593

3

596

294

590

－6

291

－3

4,542

2,781

4,495

－47

2,822
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もう筍の季節…（本渡町本渡・久保田昇さん）

天草市瀬戸町1-1

3
月
22
日
（火）  

定
休
日 

ユニバーサル・スタジオ・
　　　　　ジャパンへの旅 3日間

●旅行代金 お一人様19,800円
●出 発 日　平成23年3月30日（水）

阪九フェリーで行く

お申込金　6,000円
（旅行代金に充当します）

●お申し込み締切日
　　　　　  平成23年2月28日（月）

◆募集人員／80名（最少催行人員／35名）
◆食　　事／朝食２回・昼食なし・夕食１回
◆添 乗 員／同行し旅程管理業務を行います

3/30（水）

3/31（木）

JA（午後発）　　　門司IC　　　新門司港　　　　船中（泊）

　　　　神戸港　　　ユニバーサル・スタジオ・ジャパン　　　　
神戸港　　　　船中（泊）

●スケジュール
食事

夕
朝

朝４/１（金） 　　　　新門司港　　　門司IC　　　天草市内（午前着）

春休み

こども企画

保護者の皆様へ
この企画は、団体行動を通じ大いに遊び・学び、春休み
の楽しい思い出づくりとしてご提案いたしました。出発
から帰着まで、お子様１０～１５名に1人の割合で指導員が
お世話にあたりますのでご安心の上お申し込み願います。

新門司港から大阪・神戸港間を往復大型フェリーで。
船内はグリル・レストランをはじめ、カラオケルー
ム・ゲームコーナー、キッズルーム、展望浴室などが
あり、楽しい船旅をご満悦いただけます。

異なる表情を持つさまざまなエリアは、感動がいっぱいの
別世界。ハリウッドの超大作映画をテーマにした興奮のライ
ドや人気キャラクターたちのショーなど、子どもから大人ま
で楽しめる、ワールドクラスのエンター
テイメントを集めたテーマパーク。

楽しい船旅を体験！

貸切バス

貸切バス

フェリー

フェリー



　

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
女
性
部
は
二
月
八

日（
火
）、
本
店
に
て
リ
ー
ダ
ー
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
女
性
部
約
七

十
人
が
出
席
し
、
Ｊ
Ａ
組
織
に
お
け

る
女
性
参
画
の
現
状
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
、
今
後
の
女
性
部
組
織
の
活

性
化
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

熊
本
県
中
央
会
営
農
生
活
セ
ン
タ

ー
の
東
大
輔
課
長
が
、
Ｊ
Ａ
女
性
組

織
の
活
性
化
・
女
性
参
画
に
つ
い
て

「
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
女
性
部
部
員

の
減
少
が
進
む
中
、
県
内
の
各
女
性

部
が
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
今
後
も
、
独
自
の
活
動
を
積
極

的
に
進
め
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
地
産
地
消
漬
け
物
講
習

会
で
は
、
Ａ
コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品
の

漬
け
物
の
素
で
簡
単
に
漬
け
る
漬
け

物
の
講
習
や
新
商
品
、
麦
み
そ
作
り

が
紹
介
さ
れ
、
手
軽
に
で
き
る
み
そ

作
り
に
部
員
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
同
Ｊ
Ａ
の
宮
崎
淳
二
参

事
よ
り
本
渡
五
和
の
女
性
参
画
の
状

況
に
つ
い
て
、
共
済
連
熊
本
県
本
部

の
久
保
肇
部
長
よ
り
Ｊ
Ａ
共
済
に
つ

い
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
月
九
日（
水
）、
本
店
に
て
天
草

三
Ｊ
Ａ
、
畜
産
農
協
、
天
草
家
畜
人

工
授
精
師
協
会
、
天
草
農
業
活
性
化

協
議
会
畜
産
部
会
に
よ
る
和
牛
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
渡
五
和

か
ら
は
約
六
十
二
名
が
参
加
し
、
宮

城
県
宮
下
獣
医
科
医
院
の
宮
下
講
師

に
よ
る
新
し
い
交
配
理
論
、
交
配
法

を
法
則
化
し
、
良
い
組
み
合
わ
せ
を

行
う
こ
と
で
育
種
価
の
高
い
牛
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
五
元
交
配
法
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

宮
下
氏
は
「
五
元
交
配
法
を
ぜ
ひ

実
践
し
て
成
績
向
上
に
つ
な
げ
て
欲

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
天
草
子
牛

市
場
の
分
析
も
行
わ
れ
、
実
り
多
き

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　平成２２年度熊本県農業コンクール大会表彰式が
２月３日熊本テルサに於いて開催されました。この
大会は、自らの農業経営・技術の改善に積極的に取
り組む県内の優秀な農業経営者や集団を表彰し、併
せて県民への農業理解を図り、農業・農村の振興に
寄与する目的で開催され、今回ＪＡ本渡五和管内よ
り新人王部門で下浦町の大塚陽介さん・食と農部門
で五和町手野のやさい村が表彰の栄誉に輝きました。
　新人王部門の大塚陽介さんは、「下浦町でデコポ
ン・あまくさ晩柑・ポンカンを主体に栽培してお
り、父から引き継いだ当初は露地物のみだったが、
品質が安定し価格の高いハウス物を導入し出荷時期
が分散するよう品種構成を工夫した経営を行ってお
り、今後もあまくさ晩柑など地域的特色のあるも
の・収益性の高いものを中心に再編を進め、より効
率的な出荷を目指します」と話されました。
　やさい村（千原ミスエ代表）は、自家製野菜の無
人販売所設立、惣菜・菓子等の加工販売、地元小学
校の体験学習等を通した郷土食伝承活動が優秀と認
められ優良賞の中から特別賞を受賞されました。

　

二
月
五
日（
土
）、
Ｊ
Ａ
本

渡
五
和
本
店
に
て
第
三
期
ア

グ
リ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
の
卒

業
式
を
行
い
、
生
徒
四
十
七

名
が
卒
業
し
ま
し
た
。
卒
業

式
の
前
に
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

紙
芝
居
・
食
農
教
育
士
の
山
本
友
保

さ
ん
に
よ
る
食
育
講
座
が
あ
り
、
楽

し
み
な
が
ら
「
食
物
と
農
業
」
に
つ

い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
は
、
校
長
の
蓮
池
組
合

長
が
「
ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
で
教
わ
っ
た

こ
と
を
忘
れ
ず
、
食
べ
物
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
本
渡

南
小
学
校
一
年
生
の
山
田
往
戸
理
さ

ん
が
「
稲
刈
り
で
初
め
て
鎌
を
使
っ

て
難
し
か
っ
た
け
ど
慣
れ
て
く
る
と

ス
パ
ッ
と
切
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の

カ
レ
ー
が
今
ま
で
で
一
番
美
味
し
か

っ
た
で
す
。
食
べ
物
を
作
る
大
変
さ

が
分
か
り
ま
し
た
。
食
べ
物
を
大
切

に
し
ま
す
。
ま
た
参
加
し
た
い
で

す
」
と
、
一
年
間
の
感
想
を
発
表
し

ま
し
た
。

　平成２３年１月２７日（木）、本店第３会議室において
理事会が開催され、次の議案が審議・承認されまし
た。

第 1 号議案
第 2 号議案
第 3 号議案
第 4 号議案
第 5 号議案

第 6 号議案

第 7 号議案

第 8 号議案

報 告 事 項

第３四半期事業実績について
規程の一部改正について
借入申込みについて
法人団体借入申込みについて
ＪＡマイカーローン「スプリングキャンペ
ーン２０１１」実施に伴うキャンペーン金利
取り扱いについて
ＪＡ教育ローン「希望」キャンペーン実施
に伴う特別金利の採用について
貸付金利・資金種目コード表の一部変更に
ついて
資産査定要領の一部変更について

余裕金運用状況について、有価証券評価損
益管理について、延滞債権報告について

　

平
成
二
十
二
年
度
産
タ
カ
ナ
出
荷

会
議
が
二
月
九
日（
水
）、
本
店
に
お

い
て
開
か
れ
ま
し
た
。
タ
カ
ナ
部
会

員
三
十
六
名
が
参
加
し
、
二
十
二
年

　

一
月
十
七
日（
月
）、
天
草
家
畜
市

場
に
お
い
て
平
成
二
十
三
年
最
初
の

子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
の
口
蹄
疫
や
、
九
州
で
の
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
て
お

り
、
価
格
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
の
価
格
は

前
回
に
比
べ
、
メ
ス
で
約
四
万
円
、

去
勢
で
約
五
万
五
千
円
高
で
取
引
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
優
良
子
牛
生
産
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

度
産
タ
カ
ナ
出
荷
要
領
、
出
荷
日
程

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

オ
ニ
マ
ル
の
福
永
さ
ん
が
、「
品

質
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
い
ま
す

が
、
事
前
に
異
物
を
取
り
除
く
た
め

収
穫
の
際
に
タ
カ
ナ
を
逆
さ
に
し
て

異
物
を
取
り
除
く
な
ど
の
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
。
昨
年
は
雪
被
害
が
あ

っ
た
り
、
年
々
気
象
状
況
も
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
良

い
タ
カ
ナ
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
タ
カ
ナ
部
長
の
野
嶋

良
一
さ
ん
は
、「
今
年
は
圃
場
周
囲

に
ソ
ル
ガ
ム
を
作
っ
て
防
風
対
策
を

実
施
し
、
多
収
を
図
り
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

出
荷
規
格
は
前
年
と
変
わ
り
な

く
、
生
産
目
標
は
、
作
付
面
積
一
、

七
〇
〇
ア
ー
ル
、
生
産
量
は
約
六
〇

〇
ｔ
で
安
定
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

３ ２

平成２２年度（第５１回）
熊本県農業コンクール大会表彰式

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
学
習
会
開
催

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
学
習
会
開
催

営農生活センター東課長に
よるごあいさつ

厚生産業の日野俊造さんによる
麦みそ作り

講習会のようす 野嶋部長によるあいさつ

蓮
池
校
長
よ
り
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た

初
せ
り
の
よ
う
す

吉本指導員によるタカナ作りの説明

平
成
二
十
三
年

　
子
牛
初
せ
り
開
催

平
成
二
十
二
年
度
産

タ
カ
ナ
出
荷
会
議

アグリキッズスクール

卒　業　式
アグリキッズスクール

卒　業　式
アグリキッズスクール

卒　業　式
アグリキッズスクール

卒　業　式

大塚陽介さん（左）とやさい村の皆さん



（本渡五和営農推進協議会作物部会より）（本渡五和営農推進協議会作物部会より）

　組合員の皆様からお預りした出資金額については、従前よ
り出資証券を発行してまいりましたが、全国的な株券電子化
（証券廃止）の流れの中で、ＪＡ本渡五和におきましても、
出資証券を電子化することにいたしました。

●今後の通知方法
　今後は出資証券に替えて、毎年「出資金残高通知書」にて
出資金残高を通知いたします。現在お持ちの出資証券につき
ましては、平成２３年４月以降には無効になりますので、ご
自身で処分いただきますようお願い申し上げます。

　なお、出資証券を電子化しました後も組合員の皆様からお
預かりしている出資金額および組合員としての資格等は、こ
れまでと変わりなく厳格な残高管理を行ってまいります。ご
不明な点は最寄りの各支店窓口までお尋ねください。

５ ４

・床土の準備は早めに　10ａ当　100ℓ
　育苗用床土　10ａ当　４袋（ひのくに床土）
・種子は播種１週間前に塩水選（うるちの場合水10ℓ
に塩２㎏）を行い、その後種子消毒を行います。
・種子消毒
　ヘルシードＴフロアブル200倍液（水10ℓに50㏄）
に24時間浸漬します。途中１～２回かく拌してください。
・催芽は、はと胸程度（芽の長さ１㎜程度）に行い播
種する。詳しくは早期水稲箱苗の作り方を参照してく
ださい。
・平成23年産米の栽培品種について
　米については販売競争の時代です。売れる米を栽培
しましょう。JA本渡五和産の米として出荷用品種は
下記の品種でお願いします。
　早期…コシヒカリ　普通期…ヒノヒカリ
・種子更新率100％実施してください。（品種・銘柄が
　はっきりしているもの）

　今年度も田植機の点検実施を計画しておりますの
で、点検ご希望の方は各支店・各支所までお知らせく
ださい。 　実施予定　２月下旬～３月上旬
　農機センター　電話34－0163　ＦＡＸ34－0183
　または各支店支所まで。

１．施肥
　ア）春肥の時期です。（２月下旬と３月中旬の２回）
　　　熊茶配合１号、60㎏＋油かす100㎏（10ａ当）
　イ）芽出し肥（３月下旬に施用）
　　　硫安40㎏またはアサヒエース60㎏
２．春整枝（面ならし）
　　秋整枝面から３～４㎝上を整枝する。時期は２月
　下旬～３月上旬に実施。

【インゲン】ハウス栽培管理
・温度管理は25℃を目安にし、25℃以上になると換
気する。日中の高温障害に注意してください。
・かん水は生育の前半はひかえ、着莢後は土壌水分を
見て適宜かん水を行う。
トンネル栽培
・日当たりが良く排水の良い圃場にし、畦は高畦とし
マルチ・トンネルは早くかけ、地温確保に努める。
・播種…２月下旬～３月上旬、１ヶ所に２粒まき、覆
土は２㎝位の深さ、間隔は40㎝のチドリとする。

・間引き…健全な１株を残す。本葉３～４枚頃土寄せ
する。
【バレイショ】トンネル栽培
・芽が多い株は１～２本の芽に整理してください。
・外気温も高くなりますので、晴天日は換気する。
マルチ栽培
　芽が出だしたら巡回に努め、ポリフィルムを破り芽
を出してください。
【春タカナ】
　収穫期まで肥料切れのないよう追肥を行う。すでに
収穫期のタカナは漬け込みも開始しております。
追肥…２月20日中心と３月５日中心
　　　硫安10ａ当20㎏を散布

※セ リ 市　３月17日㈭　子牛セリ市
※平成23年度農協有家畜導入事業申込について
　平成23年度に上記事業による家畜の購入を希望さ
れる方は、農協各支店・支所に３月31日までに申
し込まれるようにお願い致します。

野　　　菜

茶

早 期 水 稲

畜　　　産
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農機センターからのお知らせ

オクラ、シシトウ、カボチャの面積推進中

　冬場は、気温が低く空気が乾燥しています。人ではこの
時期、インフルエンザを含め、風邪を引きやすくなります
が、これはウイルスなどの病原体が低温、乾燥の環境で生
息しやすい一方、人はこれらの条件により、粘膜などの防
御機能が低下するため、病原体が侵入しやすくなるからで
す。家畜たちにとっても、同様のことがいえます。
　畜舎では、気温が下がってくると寒さ対策のため、カー
テンを締め切ったり、保温のために畜舎内を密閉しがちに
なりますが、アンモニアや二酸化炭素などに含まれる有害
ガス、ほこりの除去のためにも畜舎の換気が不可欠になり
ます。しかし、哺乳中の子牛では、５℃以下に気温が下が
ると発育が阻害されます。乾燥した敷料をたっぷり入れ、
風邪を防ぐ対策を実施し、必要に応じて赤外線ヒーターな
どを取り付けることが有効です。

平成２３年１月  子牛せり販売成績表
平均価格
409,772
418,705
414,435
390,093
406,583
398,044
386,805
426,571
407,524

最高価格  
1,052,100 
685,650 
1,052,100 
617,000 
545,000 
617,000 
623,000 
653,000 
653,000 

平均体重
262
283
273
255
277
266
259
282
271

平均日齢
280
275
277
280
272
276
285
279
282

頭数
228
249
477
29
27
56
57
62
119

子牛
雌
去
計
雌
去
計
雌
去
計

天
草
家
畜

市
場

本　

渡

五　

和

　早期水稲においては、まもなく育苗、本田準備の時
期になります。高品質・良食味の米づくりのため、 
健苗＝ずんぐり苗を作りましょう。
○ 健苗を作りましょう
・種子は充実した、健全なものを使いましょう。その
ためには必ず比重選を行います。比重はうるち米の
場合1.13（水10リットルに硫安2.9㎏）で、目安は
浮いた卵が水面から少し出る程度です。
・2葉苗の育苗日数は20日前後ですので、3月10日頃
から播種しましょう。2～2.5葉苗の場合、1箱当た
りの播種量は乾籾で150ｇ（催芽籾では180ｇ）が基
準となります。

・ハト胸状態の種子が7～8割程度になった時が、播種
に最も適した状態です。ハト胸状態の時です。その
ためには、十分に浸種を行いましょう。また、一日
一回は撹拌して水温が均一になるようにしましょう。

・高温や急激な温度変化は苗立ち枯れ病、ムレ苗等の
発生原因になりますので、適正な温度管理を心掛け
ましょう。

■適正温度

○ 本田の準備
・堆肥、土壌改良資材（石灰質、ケイ酸質資材等）の
施用…土壌改良資材には、稲が丈夫になり、倒伏防
止や耐病性、さらに秋落ち防止の効果も認められま
すので基準量を施用しましょう。
・荒起こしはできるだけ深く（15㎝以上を目標に）
行いましょう。
※資材についてはＪＡまでお尋ねください。
○記帳・記録の作成・保存
　「安全・安心」が消費者から強く求められています。
産地としての信頼を維持するため「水稲栽培管理記
帳・米取引等の記録」を作成し、３年間保存する必要
があります。

本渡西支店
中途採用

氏　　名
役　　　　職　　　　名
新

人事異動 （平成23年2月1日付）

田　中　　恵
原　田　佳奈子

五和東支店
本渡西支店（臨時職員）

旧

時　期

昼　間

夜　間

出　芽　期

30～32℃

緑　化　期

25～30℃

17～20℃

硬化期～田植え

20～25℃

15～20℃

ＪＡからの重要なお知らせです

出資証券の出資証券の出資証券の
電子化電子化電子化について

※廃止される出資証券

本渡温泉

センター
より

お知らせ
創業23周年
記念キャンペーン
創業23周年
記念キャンペーン

日頃ご愛顧の皆様に感謝の気持ちを込めて
あたたかい・・・ぬくもりサービスをご用意致しました。

特典1 回数券をお買い求めのお客様へ

期間中、毎週月曜日特典2 サービス 
スタンプ 2倍セール

3,500円にて販売
1冊（10枚綴り）通常価格4,500円を

心ゆくまでおくつろぎいただきますよう、
皆様のお越しを心よりお待ち申し上げております。
天然温泉でリフレッシュしましょう！

期　間：平成23年3月1日㈫～3月31日㈭
定休日：3月22日㈫

本渡温泉センター
天草市瀬戸町1-1 ☎（0969）24-2181 

!

!



　昨年５月に厚生労働省が発表しました、「職場にお
ける受動喫煙防止対策に関する検討会」で、受動喫煙
による労働者の健康障害防止の観点から、当ＪＡにお
いても１月１７日より全館禁煙を実施することになり
ました。なお、来客用喫煙場所を
本館北側最終出入口付近に設けて
おりますので、指定場所での喫煙
をお願いします。
　ご不便をおかけいたしますが、
ご理解ご協力をお願いします。

　

二
月
も
後
半
に
な
り
、
少
し
ず
つ
寒
さ
も

や
わ
ら
い
で
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
な
る

と
花
粉
症
で
お
悩
み
の
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
す
で
に
一
月
か
ら
花
粉
が
飛
び
始
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
す
で
に
対
策
を
し
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

花
粉
症
は
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
一
つ
で
、

原
因
と
な
る
花
粉
を
吸
い
込
む
と
、
体
の
中

の
免
疫
細
胞
が
外
か
ら
入
っ
て
き
た
異
物
を

外
に
追
い
出
そ
う
と
し
て
、
く
し
ゃ
み
や
鼻

水
・
目
の
か
ゆ
み
や
充
血
な
ど
の
症
状
が
現

れ
ま
す
。
ハ
ン
ノ
キ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
、
原
因

と
な
る
花
粉
の
種
類
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の

で
症
状
が
出
る
時
期
も
季
節
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
特
に
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
飛

び
散
る
ス
ギ
花
粉
に
よ
る
花
粉
症
の
方
が
多

い
よ
う
で
す
。
今
年
は
、
例
年
よ
り
も
花
粉

の
飛
散
量
が
多
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
対

策
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

花
粉
の
飛
散
量
が
多
い
と
症
状
が
ひ
ど
く

な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
外
出
す
る
時

は
メ
ガ
ネ
や
マ
ス
ク
・
帽
子
・
さ
ら
り
と
し

た
衣
服
を
着
用
し
、
花
粉
が
付
く
の
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
帰
宅
時
は
玄
関
先
で
ブ
ラ
シ
で

花
粉
を
払
い
落
と
す
な
ど
、
家
の
中
に
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

花
粉
症
は
ス
ト
レ
ス
過
多
や
不
規
則
な
生

活
な
ど
で
自
律
神
経
が
乱
れ
る
と
症
状
が
出

や
す
く
な
る
と
も
い
わ
れ
、
疲
れ
が
た
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
る
方
は
体
調
管
理
に
も
要
注

意
で
す
。
初
期
症
状
は
風
邪
の
症
状
と
よ
く

似
て
い
る
の
で
、
症
状

が
一
週
間
以
上
続
く
時

は
、
一
度
専
門
医
を
受

診
さ
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、
消
費
者
か

ら
の
「
預
り
金
的
な
性
格
」
を
有
す
る
税
金

で
す
。
期
限
内
に
確
実
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
納
税
資
金
の
準
備
に
当
た
っ
て
は
、
毎

日
ま
た
は
毎
月
の
売
り
上
げ
の
中
か
ら
、
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
分
を
積

み
立
て
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
納
税
資
金
の
準

備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
個
人
課
税
事
業
者
の

方
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
振
替
納
税
が
大
変

便
利
で
す
。

　

な
お
、
期
限
内
に
納
付
が
な
い
場
合
に

は
、
本
税
の
ほ
か
、
完
納
の
日
ま
で
の
延
滞

税
も
併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
二
年
分
確
定
申
告
分
の
納
付
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
申
告
所
得
税
の
納
付
期
限

　

…

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日（
火
）

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

の
納
付
期
限

　

…

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日（
木
）

　

納
税
は
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
含
む
）、
税
務
署
の
窓
口
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
と
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、
金
融

機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
る
、「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
二
年
分
振
替
納
税
の
振
替
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
申
告
所
得
税
の
振
替
日

　

…

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
二
日（
金
）

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

の
振
替
日

　

…

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
七
日（
水
）

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合
ま
た
は

口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
納
付

期
限
の
翌
日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
税
や
「
振
替
納
税
」
の
こ
と
で
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
天

草
税
務
署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

天
草
税
務
署
（
電
話
二
二―

二
五
一
〇
）

※

自
動
音
声
案
内

　

日
頃
よ
り
ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ
宅
配
製
品

を
御
愛
顧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
九
月
に
、『
米
粉
ミ
ル
ク
プ
リ
ン（
黒

ご
ま
）』『
米
粉
ミ
ル
ク
プ
リ
ン（
黒
蜜
）』
が

発
売
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
熊
本
産
の
米
粉
を

使
用
し
た
、
も
っ
ち
り
な
め
ら
か
な
食
感
の

ミ
ル
ク
プ
リ
ン
で
す
。
生
乳
の
お
い
し
さ
が

生
き
た
や
さ
し
い
味
わ
い
の
ミ
ル
ク
プ
リ
ン

に
、
相
性
の
い
い
和
の
テ
イ
ス
ト
の
黒
ご
ま

と
黒
蜜
の
ソ
ー
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
に
添
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
ミ
ル
ク
プ
リ
ン
を
ひ
と
く
ち
、
次

に
ソ
ー
ス
を
か
け
て
お
召
し
上
が
り
い
た
だ

く
の
が
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
試
し

く
だ
さ
い
。

　ＪＡ熊本経済連は、12月20日開催の第９回理事会
で、全農との統合問題について、組織討議の決議に
基づき、統合を見送り県域体制の継続を決定しまし
た。
　経済連の組織整備については、平成３年の第17回
ＪＡ熊本県大会で「事業二段・組織二段を基本とす
る組織方向」の決議を受けて、平成６年から、県下
ＪＡ組合長・中央会長・経済連常勤役員で構成した
経済事業組織検討委員会で協議が進められてきまし
た。
　将来の方向性について、事業二段・組織二段を基
本に、①一県一ＪＡ、②全農との統合、③効率化さ
れた県連の存置、の3つの選択肢で協議が行われ、
平成15年の第21回ＪＡ大会で、「平成18年４月を目
途に全農との統合に向けて取り組む」ことが決議さ
れました。
　この決議を受け、統合した全農県本部や未統合県
の経済連、全農等、組織検討委員会による幅広い研
修が実施されましたが、明確な統合メリットが確保
できないとの見解から、平成18年のＪＡ大会で、
「当分の間、全農との統合を見合わせ、ＪＡと一体
となった県域事業体制の構築に取り組む」こととな

りました。
　そして、平成21年12月開催の第23回熊本県大会
で、全農との統合問題については、23年３月末を目
途に組織討議を踏まえ決定することを決議し、昨年
７月から12月にかけて計４回の組織検討委員会を開
催し、今回の決定となりました。
　全農との統合を見送った大きな理由は、事業二
段・組織二段の決議は重く受け止める必要があるも
のの、組合員・組織の機能発揮を考えた場合、現状
の事業環境、特に農畜産物販売価格の低価格傾向や
生産資材の高止まり等が長期化の様相を呈する状況
下では、販売戦略や資材等の高騰対策、広域集出荷
施設の整備等、地域実態に則した迅速かつ柔軟な事
業展開を図る上では、県域における事業の継続が妥
協であるとの判断によるものです。
　今回の決定により、経済連は、これまで取り組ん
できたブランド戦略による県産農畜産物の販売力強
化策やＪＡ枠を超えた園芸集出荷施設の拠点化・相
互利用、物流コスト低減に向けた県内広域物流体制
の構築等に県下ＪＡと一体となって取り組み、生産
者手取りの最大化をめざすこととしています。

　

こ
の
製
品
に
使
用
し
て
い
る
米
粉
は
、
産

地
を
限
定
し
、
J
A
鹿
本
（
山
鹿
市
、
植
木

町
）
で
収
穫
さ
れ
た
ミ
ズ
ホ
チ
カ
ラ
を
一
〇

〇
％
使
用
し
て
い
ま
す
。
ご
飯
と
し
て
美
味

し
い
と
言
わ
れ
る
お
米
の
品
種
が
必
ず
し
も

米
粉
に
向
く
と
は
限
ら
ず
、
熊
本
県
で
は
、

足
掛
け
四
年
の
年
月
を
か
け
、
米
粉
加
工
に

適
し
収
穫
量
の
多
い
品
種
の
選
定
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

ミ
ズ
ホ
チ
カ
ラ
は
、
玄
米
収
量
が
一
般
主

食
用
米
よ
り
約
二
〇
％
多
く
取
れ
る
多
収
品

種
で
、
背
丈
が
低
く
、
茎
が
強
く
倒
れ
に
く

い
た
め
台
風
の
多
い
九
州
に
適
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
ミ
ズ
ホ
チ
カ
ラ
の
命
名
の
由

来
は
、
「
水
田
で
力
を
発
揮
す
る
多
収
品

種
」
の
意
味
で
す
。 

６７

プリエールの会プリエールの会プリエールの会 会員
募集

JA
葬祭

ご加入の手続きは簡単です

一回限りの入会で
「安心」と「信頼」がお求めになれます

入会希望のお客様は、所定の入会申込書を提出され
ますと会員カードを発行いたします。

斎場葬儀・自宅葬儀いずれの場合も祭壇の価格割引
をいたします。さらに生花・花環・蓮花・灯籠の価
格割引きをいたします。

「会員の特典」の範囲は、会員カードに登録された
会員本人、または二親等以内の親族といたします。

会員のご加入は各支店、支所、または葬祭センターでよろしくお願いします。

会員には、次のような特典があります

※プリエールとはフランス語で「いのり」といいます。

（いのり）

丸善興産
ＧＳ

熊本ファミリー
銀行

横山
歯科

美来
プラザ

プラザ
ホテル

本渡バス
センター

天草
市役所

至五和町 国 道 ３ ２ ４ 号 至瀬戸大橋

至
本
渡
港

町
山
口
川

南　
　
　

川

JA本渡五和
本店

プリエールほんど

選果所■斎場案内図

花
粉
症
対
策
に
つ
い
て

花
粉
症
対
策
に
つ
い
て

厚
生
連

ニ
ュ
ー
ス

花
粉
症
対
策
に
つ
い
て

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
も

期
限
内
に
納
税
を
！

期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

国
税
だ
よ
り

ＪＡ熊本経済連 全農との統合を見送る

新製品の
ご紹介！！

■詳しい問い合わせ・ご注文は
　ＪＡ本渡五和らくのうミルクセンター
　☎０９６９－２２－２６０５

米粉ミルクプリン
（黒ごま）

米粉ミルクプリン
（黒蜜）

参考：お届け価格 各１１０円（税込）

JA本渡五和本店が全館禁煙に


	220-0108
	220-0203
	220-0405.pdf
	220-0607

